























































みを整理している。各節で具体的な事例が扱われるが、第 1 節では、IT の利用とリスク・
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れた諸点について修正したうえで、博士（政策研究）= Doctor of Policy Studiesの学位を
授与すべきであるという判断が下された。論文修正後の措置に関して、各審査委員が最終
版について承認し、修正した最終版が提出されたことを主査が確認した。 
 
